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鳥取大学 研究データ管理・利活用セミナー



目的
• 情報学に関する総合研究並びに学術情報の流

通のための先端的な基盤の開発及び整備
活動

• 学術コミュニティの声を反映し、学問領域
の中核拠点としてコミュニティ全体の研究
・教育活動に必須な学術情報基盤整備を整
備・運用

• 長期的な視点に立つ基礎研究、社会課題解
決を目指した実践的研究を推進

• 大学共同利用機関の研究環境を活用した次
世代のIT人材育成を実施

国立情報学研究所（NII）の設置目的
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Service

学術コンテンツ事業

Research

研究と事業の両輪

アーキテクチャ
科学研究系

コンテンツ
科学研究系

情報学
プリンシプル

研究系

情報社会
相関

研究系

大学院
教育

学術情報ネットワーク事業

情報から知を紡ぎ出す
研究と事業を両輪として情報学による未来価値を創成

研究 事業

16の研究施設
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セキュリティ強化クラウド活用支援

大学間連携支援

（研究データ基盤）

HPCI認証

学術認証
フェデレーション

学術情報の公開・共有

国内回線 全都道府県400Gbps化
海外（米国・欧州・アジア）との高速接続
多様化するニーズに応えるSDNなどの最新ネットワーク技術の導入

学術情報ネットワークの構築・運用

クラウド利活用促進による

大幅なIT経費削減・
研究教育環境の高度化

学術情報流通と

オープンアクセスの推進

オープンサイエンスの推進

仕様統一したシステムによる

大学間連携、各種資源の
相互利用の促進

クラウド支援サービス

NII学術情報基盤の全体像
◆全国を網羅する超高速ネットワークを構築し、その上で、認証、クラウド、セ

キュリティ、コンテンツ流通（オープンサイエンス含む）機能の推進

SINET直結クラウド

電子証明書による安全な認証
高性能VPNによるセキュアな通
信環境の提供
サイバーアタック対策

高性能VPN

電子証明書

無線LAN
ローミング

超高速・高機能回線

アクセス回線共同調達

セキュリティ基盤

大学などの学術研究・教育活動の連携・推進
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特任研究員（上級学術基盤コーディネーター）
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本日お話したいこと

1. NII研究データ基盤（NII Research Data Cloud:
NII RDC）のご紹介

2. 研究データ管理基盤 GakuNin RDMのご紹介
●概要と基本的な使い方

・ログイン方法
・プロジェクト、メンバー、ファイルの管理
・ストレージ連携機能
・証跡管理機能

●データ解析機能（オプション）
●メタデータ管理機能
●今後の機能拡張計画

・公開基盤連携
・データガバナンス機能

3. 学認LMS（研究データ管理コース）のご紹介
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１．NII研究データ基盤
～オープンサイエンスと研究データ管理
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研究データ管理とは？

Research Data Oxford, About RDM 
http://researchdata.ox.ac.uk/home/introduction-to-rdm/

ある研究プロジェクトにおいて使用された、

または生成された情報を、どのように組織化・

構造化・保管・管理していくのかを指す言葉

研究データの取り扱い
計画の策定

研究中の日々の情報の
取り扱い

研究後のデータの公開
や長期的な保管

RDM: Research Data Management
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研究データライフサイクル

サービスの対象

データ公開基盤

データ検索基盤

データ管理基盤



• 研究データライフサイクルを迅速・効率的に循環させるこ
とで、国際的に従来よりも研究進展を促進する研究活動ス
タイルのパラダイムシフトの考え方。

• 各国や各分野での政治的・経済的なメリット・デメリット
を考慮した上の選択的なデータ共有・利活用の戦略を選択
できる。

• オープンサイエンスの国際潮流としては、研究データを
FAIR（Findable, Accessible, Interoperable, 
Resusable）原則に基づいて共有・公開が促されるなどの
活動が活発化している。

• 各国の資金配分機関が研究者に対して、DMP(Data 
Management Plan)を義務化しており、国内でも研究デー
タ管理やデータガバナンスを適切に実施していないと、国
際共同研究などの際のレギュレーションをクリアできない
可能性がある。
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オープンサイエンス
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G7科学技術大臣会合におけるOSの推進

参照：https://www8.cao.go.jp/cstp/kokusaiteki/g7_2023/2023.html

≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈≈
科技大臣会合でのNII RDCデモ
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2021 UNESCO「オープンサイエンスに関する勧告」

インフラ整備への投資はノンコマーシャルで推進すべし
（ジャーナル問題が寡占状態にあることを踏まえて）

オープンサイエンス基盤はサービスへの投資

NRENがインフラ整備の国際連携に役割を果たすべし



• European Open Science Cloud
• Horizon Europeからの巨額の投資を受けて構築する欧州データ基盤

• USA National Research Cloud
• 米国の大学間連合により構築するデータ基盤環境

• Germany National Research Data Infrastructure
• EOSCと協調して進める分野を対象としたドイツのデータ基盤

• Canadian Federated Research Data Repository
• New Digital Research Infrastructure Organizationが更なる高度基盤を検討

• Australian Research Data Commons
• 複数の研究基盤提供機関の連合体として構築する豪州のデータ基盤

• KISTI KOAR DataOn
• 韓国のオープンアクセス・研究データ基盤

• Malaysia Opens Science Platform
• UNESCOやOECDの勧告の実現に向けて構築するマレーシアのデータ基盤

• African Open Science Platform
• CODATAと連携しながら南アフリカが主導するアフリカのデータ基盤
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世界的な研究データ基盤事業の展開



• 2015年3月：内閣府「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討
会」報告書

• 2016年1月：政府「第5期科学技術基本計画」
• 2016年2月：文部科学省 科学技術・学術審議会 学術分科会 学術情報委員会

「学術情報のオープン化の推進について」
• 2016年5月：G7茨城・つくば科学技術大臣会合 つくばコミュニケ（共同声明）
• 2016年5月：政府「科学技術イノベーション総合戦略2016」
• 2016年7月：日本学術会議「オープンイノベーションに資するオープンサイエン

スのあり方に関する提言」(提言)
• 2017年6月：政府「科学技術イノベーション総合戦略2017」
• 2018年6月：政府「統合イノベーション戦略」
• 2019年6月：政府「統合イノベーション戦略2019」
• 2020年6月：日本学術会議「オープンサイエンスの深化と推進に向けて」 (提言)
• 2020年7月：政府「統合イノベーション戦略2020」
• 2021年3月：政府「第6期科学技術・イノベーション基本計画」
• 2021年4月：政府「公的資金による研究データ管理・利活用に関する基本的な考

え方について」
• 2021年6月：政府「統合イノベーション戦略2021」
• 2022年6月：政府「統合イノベーション戦略2022」
• 2023年5月：G7仙台科学技術大臣会合コミュニケ（共同声明）
• 2023年6月：政府「統合イノベーション戦略2023」
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オープンサイエンス時代の
研究データ基盤構築に向けた国内の政策的経緯



第6期科学技術・イノベーション基本計画
(2021年)

「新たな研究システムの構築（オープンサイエンスとデータ駆動型研究
等の推進）」における目標

2021年3月：https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6honbun.pdf

【目標】
• オープン・アンド・クローズ戦略に基づく研究データの管理・利活用、

世界最高水準のネットワーク・ 計算資源の整備、設備・機器の共用・ス
マート化等により、研究者が必要な知識や研究資源に効果的に アクセス
することが可能となり、データ駆動型研究等の高付加価値な研究が加速
されるとともに、市民 等の多様な主体が参画した研究活動が行われる。

 【科学技術・イノベーション政策において目指す主要な数値目標】

（主要指標）
• 機関リポジトリを有する全ての大学・大学共同利用機関法人・国立研究

開発法人において、2025 年までに、データポリシーの策定率が 100％に
なる。公募型の研究資金の新規公募分において、2023 年度までに、デー
タマネジメントプラン（ＤＭＰ）及びこれと連動したメタデータの付与を
行う仕組みの導入率が 100％になる。
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研究DX？に向けた研究者への過大な要請

研究者

データ公開

DMP作成

研究公正
対応

メタデータ
付与

10年保存
セキュリ
ティ対応

研究倫理
対応

「余計な作業」を「研究の一部」に転換するDXが不可欠
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研究データ基盤 NII Research Data Cloud

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリや
データリポジトリとも連携

• 研究者や機関、研究プロジェクトの情
報と関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見プロセスをサポート

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理
公開・蓄積

管理・保存

検索・利用

• データ管理基盤における簡便な操作で
研究成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、
メタデータや公開レベル統計情報など
の管理機能の提供

• データ収集装置や解析用計算機とも
連携

• 研究遂行中の研究データなどを共同
研究者間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続し
た利用が可能

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

2017年から開発開始 ⇒ 2021年から運用

直結

長期保存対応
ストレージ領域

Cold
Storage

Hot
Storage

外部ID発行サービス

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤
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Open/Closed戦略とNII RDC

サービスの対象従来 今後

オープン・クローズド戦略のもとでオープンサイエンスが実現できる基盤

オープン
論文・本

クローズド
研究データ

データ公開基盤

データ検索基盤

データ管理基盤



 

セキ
ュア
蓄積
環境

人材
育成
基盤

計画に基づきデータ管理等を機械
的に支援し、DMPをプロジェクト
管理に不可欠な仕組みへと変革

データガバナンス機能

専門的なキュレーションを実践
できるエコシステムを構築し、
データ再利用の促進に寄与

キュレーション機能

秘密計算技術で機微な情報も安心し
て解析できる環境の提供で、新し
いデータ駆動型研究の世界を開拓

秘匿解析機能

RDMに必要なスキルを学ぶ環境
を 提 供 し、全 て の研究者を新し
い科学の実践者へと育成

人材育成基盤

安全で強固なデータの保存・保護機
能を有する超鉄壁ストレージを提
供し、機微な情報も安心して保全

セキュア蓄積環境

データプロビナンス機能

データの来歴情報の管理から利用
状況を把握で き、データ公開へ
のインセンティブモデルを提供

データ・プログラム・解析環境の
パッケージ化と流通機能を提供し 、
研究成果の再現性を飛躍的に向上

コード付帯機能

データ
管理基盤

データガバナンス機能

デ
ータプロビナンス機能

コ
ード付帯機能能

秘匿解析機能

キ
ュレーション機能

データ
公開基盤

現行研究データ基盤

データ
検索基盤

活用

信頼

蓄積

管理

流通

保護

育成

研
究
デ
ー
タ
基
盤
の
機
能
実
装

研究データ基盤高度化チーム
NII Research Data Cloudを

7つの側面から機能拡張

中核機関群の代表からなる運営委員会が全体を統括し研究データエコシステムの全国展開に向けて共同実施機関を随時拡大

基
盤
の
活
用
に
係
る
環
境
整
備

• 機関内サービス等とNII RDC
の連携機能の整理と設計

• 計測機器等からの大量データ
を効果的に管理するための要
件整理と機能開発

• 管理対象となるメタデータの
設計と実証

• 関連する高度化機能との仕様
調整と共同開発

• 異なる分野間でのデータ活用
やデータ連携に発展する取り
組みを精査

• 異なる分野間でのデータ活用
やデータ連携に関する具体的
なユースケースを創出

• ユースケースをまとめたツー
ルキットの作成とそれを用い
た広報活動

• 研究データの活用に適した機
械可読データの統一的な記述
ルールの設計

• 研究データの公開に必要な要
項や作業フローの整備

• 研究データを適切に取扱うた
めの指針のまとめ

• 学内整備のための事例形成

• 人材育成を主とした研究デー
タ管理体制の構築を推し進め
る学内組織構築の事例形成

• 研究データ管理人材に求めら
れる標準スキルに関する検討

• 研究データ管理人材育成のた
めのカリキュラムの作成、オ
ンライン学習コースの整備

プラットフォーム連携チーム 融合·活用開拓チーム ルール·ガイドライン整備チーム 人材育成チーム

リーダ機関 リーダ機関 リーダ機関 リーダ機関

AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業

20



２．研究データ管理基盤
「GakuNin RDM」

21



• 研究中のクローズド
（非公開、制限共
有）なデータを取り
扱う事に特化した
RDMサービス

• 24時間365日オペ
レーターを配置した
運用体制で全国の学
術機関にRDMサービ
スを提供

研究データ管理基盤 GakuNin RDM
オ

ー
プ

ン→クローズド

オ
ープン←クローズド

研究データのライフサイクル

RDM:Research Data Management
（研究データ管理）
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研究データ管理基盤 GakuNin RDM

(1)学認フェデレーションへの対応 (2) NII RDCや外部研究ツールとの連携

Public Cloud

Repository

Private Cloud

Research Tool

研究推進: GakuNin RDMは、研究者が自身の研究データを、データポリシーやデータ
マネジメント計画に沿って管理するためのWebサービスである。多様なクラウドスト
レージや研究用ソフトウェアを接続・利用することが可能。

(4) 機関のシステム管理者向けの機能

研究公正: GakuNin RDMは、大学や研究機関がガバナンスのために所属する研究者
の研究データを管理するためのサービスでもある。研究機関はストレージをカスタマ
イズすることができる。

(3) 研究データの証跡保存
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GakuNin RDMの利用機関数の増加

(2023年11月30日現在)『GakuNin RDM 利用機関数』https://support.rdm.nii.ac.jp/about/#a2

88機関

国立情報学研究所, 名古屋大学, 京都大学, 金沢大学, 東京大学, 北海道大学, 九州大学, 富山大学, 広島大学, 
北見工業大学, 千葉大学, 大阪大学, 東北大学, 群馬大学, 小樽商科大学, 神戸大学, 帯広畜産大学, CCC-TIES, 
慶應義塾大学, 信州大学, 成城大学, 北陸先端科学技術大学院大学, 静岡理工科大学, 熊本大学, 理化学研究所, 
三重大学, 浜松医科大学, 滋賀医科大学, お茶の水女子大学, 福岡工業大学, 筑波大学, 東京工業大学, 山口大学, 
沖縄科学技術大学院大学, 大阪電気通信大学, 電気通信大学, 愛媛大学, 国立保健医療科学院, 東京医科歯科大学, 
大阪公立大学, 創価大学, 宮城県立がんセンター, 琉球大学, 徳島大学, 立命館大学, 島根大学, 国際医療福祉大学, 
熊本県立大学, 東邦大学, 核融合科学研究所, 沖縄大学, 滋賀大学, 佐賀大学, 岩手大学, 大阪医科薬科大学, 
東京学芸大学, 福島大学, 立命館アジア太平洋大学, 昭和大学, 奈良先端科学技術大学院大学, 大阪教育大学, 
同志社大学, 奈良工業高等専門学校, 佛教大学, 熊本学園大学, 国立国語研究所, 国立極地研究所,愛知東邦大学, 
駿河台大学, 弘前大学, 上越教育大学, 香川大学, 東北工業大学, 九州工業大学, 国文学研究資料館, 
東京都医学総合研究所, 産業技術総合研究所,国立循環器病研究センター, 奈良女子大学, 
國學院大学, 福井大学,横浜国立大学,北海道教育大学,旭川医科大学,静岡大学,札幌医科大学,
日本オラクル株式会社,日本マイクロソフト株式会社

https://support.rdm.nii.ac.jp/about/#a2


GakuNin RDMの
ユースケース
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1. 大型研究プロジェクトでの利用拡大
Moonshot型研究開発制度・目標2合原プロジェクト

『包括的未病データベース構築計画』

未病研究における疾患データ共有と数理的連携研究の
横断型の包括的未病データベースを構築

連携

様々な疾患の未病データおよび
研究ニーズをもとにモデル・アルゴリズムの研究開発東京大学藤原G

（理論・分野最適化）

N I I ⼭地G
（研究データ基盤開発）

様々な疾患の未病データ

ゲノムデータ、
生理データ等

画像データ、
動画等

時系列データ
等

疾患データ
数理モデル

アルゴ
リズム

ユース
ケース

様々な疾患の未病データおよび
藤原Gの成果をもとに基盤の研究開発

未病データ
収集・管理・共有機能

未病データベース
編集・公開機能

解析プログラム
再利用性向上機能

MS目標2の5つのプロジェクト

情報共有・連携開発

大野PJ

難治性がん

データ

⽚桐PJ

糖尿病および

併発疾患データ

高橋PJ

認知症関連

疾患データ

松浦PJ

ウイルス

感染症データ

合原PJ

精神疾患データ

メタボデータ計
算モジュール

※構築分担イメージ

包括的未病データベースシステム

26
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MS型研究開発事業におけるGRDM活用事例

これまで取り組んできた数理的連携研究と疾患データ共有をMS目標2全体に広げ
全プロジェクト横断型の世界初となる大規模未病データベースを構築する

合原PJ

片桐PJ 高橋PJ 松浦PJ

大野PJ
コンポーネントで
階層化して管理

実体

共有未病DB領域
例：富山大学プロジェクトのデータ

実体 実体 実体

実体
共有領域と
リンク

共有領域と
リンク

共有領域と
リンク

共有領域と
リンク

共有領域と
リンク

データ提出

データ提出
データ提出

データ提出

データ提出

各PJでもGakuNin RDMを活用しながら、さらにPJ
間でもデータ共有する高度な活用により研究を促進
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実際の未病DBデータ共有環境の画面

目標２の５プロジェクト
約540名のアカウントを登録

プロジェクト内外との
未病データの共有支援



2. 共同利用の計算機資源やストレージとの連携
mdxとGakuNin RDM の接続

⽥浦健次朗先生(東京大学情報基盤センター) 提供資料,
mdx: データ科学・データ駆動科学のための大学の情報基盤とコミュニティ創成を目指して

解析

このプロジェクトから作成した私の解析環境

このプロジェクトから作成外部リポジトリから作成

Launch

私の解析環境をすべて表⽰

Launch

×

×

×

①ベース環境を選ぶ

②追加パッケージを選ぶ
③起動︕

mdx: 高性能な計算機と大容量のストレージを備えた
データ活用社会創成プラットフォーム

GakuNin RDMから

mdxの計算機上へ

データ解析環境を立ち上げ

mdx上のストレージを
GakuNin RDMの
プロジェクトへ連携
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3. 大型実験施設のデータセンターとの連携

SPring-8データセンター連携

SINET6

Fugaku,
the University of Tokyo

HPCI Computational Resources

7.6 Mcore

SINET6

400 G

Corporate 
Computing 
Resources

Enterprise 
Cloud

Advanced Quantum Beam Facilities

NIMS

Material DX Project

Under Consideration Under Consideration

Universities and
National Research Institutes

National Institute of Informatics

GakuNin RDM

・・・
・・・
・・・

Data Upload 

Terminal

Data compression Specialized computer

5 beam-lines

Data Center

Mission-Critical 
Network

HPCISharedStorage

New Establishment

Next Generation
Synchrotron Radiation Facilities

T. Hatsui, RIKEN

SPring-8データワークショップ, 公開資料より
https://dncom.spring8.or.jp/workshop/data-workshop/index.html
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金沢大学RDM基盤概要

研究プロジェクトA

プロジェクト管理者

⑤メールでデータ解析

の依頼

教員 教員

（代表者） （管理）

①代表者がメールでプロ

ジェクト作成を依頼

院生 学生

データ管理チーム

②プロジェクトを作成し、プロ

ジェクト代表者にGRDM から招
待メールを送信

教員サブプロジェクト学生サブプロジェクト

研究プロジェクトA

教員サブ

プロジェクト
学生サブ

プロジェクト

④GRDM経由で 研
究データの蓄積

③代表者以外のプロジェク
トへのユーザ追加は代表

者がGRDMで行う

データ解析チーム

金沢大学ストレージ
（本学で用意）

直接のアクセス

禁止

⑥研究プロジェクトの依頼に
対してデータ解析の実施

直接のアクセス禁止

7

4. 実験装置から出⼒されるデータの管理・共有

⾦沢⼤学コアファシリティ(学術メディア創成センター)

松平拓也先生（金沢大学学術メディア創成センター),
金沢大学におけるRDM環境の構築,
https://www.nii.ac.jp/openforum/2021/day2_rcos3.html

31

http://www.nii.ac.jp/openforum/2021/day2_rcos3.html
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AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業
ユースケース採択課題①

分野 採択課題

医療 健康医療データの質を保証する安全安心な医療AIサービスプラットフォームの構築

乳児の股関節脱臼の見落としゼロを目指す異常判別AIとコミュニティスクリーニン
グシステムの開

国際的なRWD 研究を実現する医療情報分析基盤の検討

実験 核融合研究データのオープンな利活用基盤「プラズマ・核融合クラウド」の構築と
整備

ESR装置群を基軸とする研究データ流通･利活用エコシステムの構築

大規模実験データの計測・解析・共有・公開を通じた知の創出のためのエコシステ
ム構築

高専における分析データ集約･配信モデルシステム構築

コアファシリティにおける研究データ管理アーキテクチャの構築

システム 分野横断型データベースAMIDERの活用による次世代型データ利活用スキームの構
築

人流 都心部における人流変容メカニズムの解明と予測モデルの構

擬似人流データを用いた身体活動量の推定と地理的・社会経済的環境から見た地理
的地域特性の解明
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AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業
ユースケース採択課題②

分野 採択課題

人文 形態素解析・係り受け解析AIにおけるデータ管理とデモ環境の統合

人文学研究における「読み」を共有するためのデジタルアーカイブ構築・AI活用
ワークフローの確立

古典籍テキストデータを活用したデータ駆動型人文学のための研究資源構築プロ
ジェクト

異分野共創による史料学DXの確立

地域文化資源データの共創のための汎用プラットフォームの開発

人文学DXを指向する情報基盤の構築

• ユースケース創出にかかる課題提案の募集
https://www.nii.ac.jp/creded/use-cases.html

• 研究データエコシステム構築事業シンポジウム2023
https://rdes.rcos.nii.ac.jp/
（２日目：ユースケースに関する発表）

https://www.nii.ac.jp/creded/use-cases.html
https://rdes.rcos.nii.ac.jp/


GakuNin RDMへの
ログイン方法
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GakuNin RDMサポートポータル

https://support.rdm.nii.ac.jp/
35
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学認フェデレーション参加IdPと連携

GRDMでは、学術認証（学認）フェデレーションにサービスプロバイダ
（SP）として登録済みのため、学認に参加していればアイデンティ
ティプロバイダ（IdP）連携のみで導入が可能

研究データ共有機能（ 基本機能）

学認による認証とグループ管理でデータ共有

GakuNin RDMポータルの
プルダウンメニューから自機関を選択

自機関の認証システム
(IdP)でログイン

シングルサインオンで
GakuNin RDMを利用
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ログイン画面
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プルダウンメニューから大学名を選択



39

シングルサインオン画面(例:NII)



1. 「登録メールアドレス」へ記入し「メールアドレス
を追加」を押下

• 注意：必ず所属機関が発行したメールアドレスを入力してく
ださい

2. 登録アドレスに届いたメールに記載のURLにアクセ
スしログイン

• GakuNin RDMにて所属機関が選択されていることを確認して
ください

3. ログイン後「プロフィール」画面上の必須項目(*印)
への入力

• 名前タブ：氏名、姓(日本語・英語)、名(日本語・英語)
• 職歴タブ：所属(日本語・英語)
• 上記記載後、各々「保存」ボタン押下

40

GRDM初回利用時のユーザ情報の登録

※ 詳細については、ユーザマニュアル「設定画面」をご参照ください。
https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/LogInAndOut-04/



GakuNin RDMの基本機能
・プロジェクトの作成
・ユーザ、ファイル管理

41



研究データ管理機能 プロジェクト画面

マルチクラウドファイルマネージャー（構成例）

Google Drive

Nextcloud

NII Storage

One Drive

プレビュー機能

バージョン管理

ディスカッション機能

プロジェクト用Wiki

研究プロジェクトでのデータ共有・管理

42



GakuNin RDMの研究プロジェクト管理画面

43

①

②
③

④



GakuNin RDMでのファイル管理と操作履歴
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研究プロジェクトの階層構造化
（コンポーネント機能）

研究プロジェクト（親）
「◯◯研究室」

＊研究プロジェクト：（GakuNin RDMのデータ管理の単位）

研究プロジェクト（子）
「2021年度・管理対象データ」

研究プロジェクト（孫）
「□□研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（子）
「2022年度・管理対象データ」

研究プロジェクト（孫）
「△△研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（孫）
「☆☆研究員・管理対象データ」

最初から研究体制・組織の階層化や
管理部署が分かっている場合に便利

45



研究プロジェクトの集約機能
（リンク機能）

研究プロジェクト（メイン）
「研究データ管理部門」

＊研究プロジェクト：（GakuNin RDMのデータ管理の単位）

研究プロジェクト（サブA）
「□□研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブB）
「△△研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブC）
「☆☆研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブD）
「☆☆研究員・管理対象データ」

既存のプロジェクトを特定の課題や
部署でまとめたい場合に便利
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研究プロジェクトのコピー機能
（フォーク機能）

＊研究プロジェクト：（GakuNin RDMのデータ管理の単位）

研究プロジェクト（メイン）
「 2021年度□□プロジェクト」

研究プロジェクト（サブA）
「△△リーダ・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブB）
「☆☆研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブC）
「☆☆研究員・管理対象データ」

コピーした研究プロジェクト（メイン）
「Fork of 2021年度□□プロジェクト」

研究プロジェクト（サブA）
「△△リーダ・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブB）
「☆☆研究員・管理対象データ」

研究プロジェクト（サブC）
「☆☆研究員・管理対象データ」

プロジェクト構成をそのままコピーして
条件に応じて編集したい時に便利
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研究室や共同研究者間でのデータ管理・共有

GRDMでは、標準で利用可能なストレージを提供、学内の研究者が
Webブラウザ上で学内外の共同研究者とデータ共有・管理が可能。
プロジェクトの階層化も可能であり、大型研究プロジェクトにも対応可。

教員ディレクトリ

学生Aのディレクトリ

学生Bのディレクトリ



ストレージ連携機能
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GakuNin RDMとクラウドストレージや
外部ツールとの連携で研究を促進

GRDMでは、NII提供分のストレージ以外にも、機関側で契約、所有し
ているパブリッククラウド、プライベートクラウドのストレージをAPI
で接続して利用可能。

NII研究データ基盤と外部ツールとの連携

パブリック
クラウド リポジトリ

プライベート
クラウド

研究ツール

研究プロジェクトに様々な
外部クラウドサービスを
紐付けて管理
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GakuNin RDM のストレージ種別

研究データ管理サービス

機関ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

WebアプリはNIIが提供

機関毎に準備

拡張ストレージ

・機関のシステム管理者がいずれかのオブジェクトストレージ
を学内の標準ストレージとして選択
・プロジェクト開始時に自動的にストレージをマウントされる

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

S3互換

拡張ストレージは標準ストレージ
および機関ストレージと併用可能

S3互換

機関毎に準備

標準ストレージ
（NIIストレージ）

利用開始直後から利用可

機関のシステム管理者が設定すれば全学で利用可

利用者(エンドユーザ)自身で設定すれば利用可能



サービス名
１ファイルあた

りの
サイズ上限

拡張ストレージ
(アドオン方式)

機関ストレージ
(アドオン方式)

機関ストレージ
(一括マウント方式)

クライアントツー
ルと研究証跡機能

の
自動連携

Amazon S3 50GB ✔ ✔ ✔

Azure Blob Storage 5GB ✔

Bitbucket (read-only) ✔

Box 5GB ✔

Dataverse 2GB ✔

Dropbox 5GB ✔

Dropbox Business 5GB ✔ ✔ ✔

figshare 50MB ✔

GitHub 100MB ✔

GitLab (read-only) ✔

Google Drive 5GB ✔

Nextcloud 5GB ✔

Nextcloud for Institutions 5GB (改修中) (改修中)

NII Storage 5GB ✔

Microsoft365 One Drive 5GB ✔ ✔

OpenStack Swift 5GB ✔ ✔

Oracle Cloud Infrastructure 
Object Storage

5GB ✔ ✔

ownCloud 5GB ✔

S3 Compatible Storage 50GB ✔ ✔ ✔

S3 Compatible Storage for 
Institutions

5GB ✔

52

GakuNin RDMに接続可能な外部クラウド
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ユーザ毎の設定で接続する
クラウドストレージの認証が必要
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ユーザ設定画面
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連携ストレージ認証前の状態
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連携ストレージでのOAuth認証
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連携ストレージの認証が成功した場合の
メッセージ
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アドオンメニューからプロジェクトへDropbox
のディレクトリを割り当てる
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Dropboxのアドオンを有効化
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先に認証したプロフィールから
Dropboxのアカウントをインポート



61

ラジオボタンでプロジェクトと連携する
Dropbox中のディレクトリを選択
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ファイルメニューに接続済の
Dropboxストレージが表示される



証跡管理機能
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研究データの証跡管理機能で
研究不正を未然に防止

研究証跡の保存機能

時刻認証事業者のタイムスタンプで
ファイルの存在を証明

システム外でファイルに変更があった可能性を検出

GRDMでは、システム中に保存されたユーザデータについて、
UPKIタイムスタンプサービスの時刻認証局サーバと連携。
ある時刻でのファイルの存在を証明。システム外でファイルが操作された
場合に検出され、研究主催者はダウンロードして確認することが可能。
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GakuNin RDM証跡管理画面
（プロジェクト管理者用）



データ解析機能
（コード付帯機能の一部）
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データとコードが循環する世界

公開基盤

検索基盤

管理基盤 ❷

❶

❸

解析機能

先行研究のデータを発見。GakuNin RDM の
自分のプロジェクトに取り込む

解析プログラムを開発・実行。
解析結果をプロジェクト内で共有

得られた知見を論文にまとめ、
プログラムとともに公開
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コード付帯機能の一部:
GakuNin RDM データ解析機能

⚫ JupyterHub がインストールされた計算機と
連携し、データ解析環境をGakuNin RDMから1クリックで構築

⚫ NII所有の計算機のほか、クラウド上のVMなど外部計算機とも連携可能

実行環境定義

プログラム

入力データ

出力ファイル

大学 研究機関

機関ストレージ

読み出し／書き込み

NIIストレージ

Launch
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管理基盤のデータ解析機能として(提供中)

ファイルが分析サーバーにコピーされる2

分析環境を選んで作成ボタンを押す1 分析サーバー上で、そのファイルを読み
込むプログラムを書いて実行する3

分析結果を管理基盤に書き戻す 4

コード付帯機能は管理基盤と連携し、データ解析環境を簡単に構築可能
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計算再現パッケージ機能 (開発中)

公開基盤と連携し先行研究のデータ分析環境を再現、実行可能に

管理基盤

公開基盤

• 管理基盤で解析したデータセットと計
算環境をパッケージとして
公開基盤で公開。

• 先行研究のパッケージを管理基盤に
取り込み再現実験する事も可能に。



メタデータ管理機能

71



72

公的資金による研究データ管理・利活用に
関する基本的な考え方について (2021年)

2021年4 月27 日 内閣府, 統合イノベーション戦略推進会議
https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf


• 基本的考え方におけるメタデータの共通項目は、公募型研究資金による
研究データに付与するメタデータ項目 (15項目)を一般的に定めたもの。

• ムーンショット(MS)型研究開発制度のメタデータ項目を原案に一般化さ
れたメタデータ。

• 先行してMS型研究開発制度におけるデータガバナンスのために使用され
ている。

• 公募型研究資金による研究成果のデータの管理・利活用への利用の他、
内閣府や資金配分機関への報告や成果の分析等にも活用される。
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「公的資金による研究データの管理・利活用に関する
基本的な考え方」のメタデータへのデータ基盤の対応

公的研究費の報告用フォーマットで出力

e-Radの登録情報でメタデータの入力補完

必要に応じファイル、ディレクトリ単位でメタデータを付与

日常的に研究データをGakuNin RDM上で管理

①メタデータ編集
のフェーズ

②メタデータ提出
のフェーズ



「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」における
メタデータの共通項目

項目 必須／任意 備考

1 資金配分機関情報 必須※
公募型の研究資金を配分した資金配分機関（府省含む）の英語略称
公募型の研究資金以外の場合は記入不要

2 e-Radの課題番号 必須※
公募型の研究資金の場合は、e-Radに登録した課題番号
公募型の研究資金以外の場合は記入不要

3 プロジェクト名 必須※
プロジェクトの研究代表者が統括する研究開発の範囲の名称
公式な名称がない場合は、研究者の所属機関のルールに従って入力

4 データNo. 必須
管理対象データを一意に特定するための番号
公募型の研究資金を配分した資金配分機関が付与
公募型の研究資金以外の場合はデータ管理機関（項目14）が付与

5 データの名称 必須 学会資料、報告資料、測定結果などの中身の分からない名称は避ける

6 掲載日・掲載更新日 必須 メタデータの掲載日・掲載更新日

7 データの説明 必須 端的かつ中身の分かる内容を記載

8 データの分野 必須※ e-Radの研究分野（主分野）。e-Radとの連携により、自動入力される予定。

9 データ種別 必須
研究データ基盤システム上では、通常は「データセット」を標準とするが、データの特性
に応じて「データセット」以外の種別を選択可能

10概略データ量 任意 1GB未満、1GB以上10GB未満、10GB以上100GB未満、100GB以上等の区分により記載

11

管理対象データの利活用・提供方針 必須 無償／有償、ライセンス情報、その他条件（引用の仕方等）等を記載

アクセス権 必須 公開／共有／非共有・非公開／公開期間猶予から選択

公開予定日 必須 公開期間猶予を選択した場合、公開予定日を記載

12
リポジトリ情報 必須 現在のリポジトリ情報、あるいはプロジェクト後のリポジトリ情報

リポジトリURL・DOIリンク 任意 情報があれば記載

13
データ作成者 任意 管理対象データを生み出した研究者の名前

データ作成者のe-Rad研究者番号 任意 管理対象データ作成者のe-Radの研究者番号

14

データ管理機関 必須 各データを管理する研究開発を行う機関のe-Radに登録された法人名

データ管理者 必須 データ管理組織において各管理対象データを管理する担当者の名前

データ管理者のe-Rad研究者番号 任意
管理者のe-Radの研究者番号
e-Rad研究者番号がない管理者は記入不要、ある場合は必須

データ管理者の連絡先 必須 データ管理者の所属機関の住所や電話番号、メールアドレス等

15備考 任意

※公募型の研究資金による研究活動の場合 https://www8.cao.go.jp/cstp/kenkyudx.html

(2021年11月30日時点)
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メタデータ機能は
アドオンのタブから有効化

①メタデータ編集
のフェーズ
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GakuNin RDM中での公的資金による
研究データのメタデータ管理機能 1

研究者が日常的にGakuNin RDMで研究データ管理を行う中で、
必要に応じてメタデータをディレクトリ単位、ファイル単位で登録。
メタデータを登録すると｛｝（メタデータマーク）が表⽰。

①メタデータ編集
のフェーズ
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GakuNin RDM中での公的資金による
研究データのメタデータ管理機能 2

「公的資金による研究データ管理・利活用のためのメタデータ項目」
のデータスキーマへ対応。
メタデータのガイドライン改定時は対応予定。

①メタデータ編集
のフェーズ
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GakuNin RDM中での公的資金による
研究データのメタデータ管理機能 3

ファイルやディレクトリ単位でメタデータを付けた後に、
プロジェクト情報を入力し「メタデータ管理」を行う。

②メタデータ提出
のフェーズ



79

GakuNin RDM中での公的資金による
研究データのメタデータ管理機能 4

管理対象のファイルやディレクトリをメタデータ管理
した際の操作イメージ。

②メタデータ提出
のフェーズ
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GakuNin RDM中での公的資金による
研究データのメタデータ管理機能 5

資金配分機関情報
e-Radの課題番
号

プロジェクト
名

データNo. データの名称
掲載日・掲載
更新日

データの説明 データの分野 データ種別 概略データ量

管理対象デー
タの利活用・
提供方針 (有償
/無償)

管理対象デー
タの利活用・
提供方針(ライ
センス)

管理対象デー
タの利活用・
提供方針(引用
方法等)

アクセス権
リポジトリ情
報

リポジトリ
URL・DOIリン
ク

データ作成者
データ作成者
の研究者番号

データ管理組
織

データ管理者
データ管理者
の研究者番号

データ管理者
の連絡先

備考

JST 12345678

ムーンショッ
ト型研究制度
サンプルプロ
ジェクト

12345

ムーンショッ
ト型研究開発
制度・サンプ
ルデータ

2022/6/1
ムーンショット型研究開発制
度・サンプルデータ

conference 
paper

23.3MB free CC-BY
無償提供、ラ
イセンスはCC-
BY

open access JC 国立情報学研究所 342122587

資金配分機関への報告・提出ようのCSVファイルをエクスポート可能。
対応する競争的資金制度・プログラムは、リリース後に随時更新予定。

②メタデータ提出
のフェーズ



今後の機能拡張計画
～研究データ管理の発展を目指して
・公開基盤連携機能
・データガバナンス機能

81



公開基盤連携機能 (開発中・コンセプト)

データ公開基盤

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理
公開・蓄積

管理・保存

検索・利用

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤
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GRDMからJCへのデータ登録機能

①GRDM中でJAIRO Cloudの
登録先のディレクトリを表⽰

②GRDM中でメタデータを編集

③JAIRO Cloudへ登録
（登録直後は非公開状態）
リポジトリのワークフロー
でキュレーション

管理基盤
(データ共有)

公開基盤
(データ公開)
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データガバナンス機能

プラン作成支援
プロジェクト

自動構築

解析環境

自動連携

データ管理

支援

データ公開

支援
組織のDMP活用支援

研究機関の戦略立案支援
・データのインパクトを評価
・共同研究の可視化
・データ人材の発掘

DMP作成機能

所属機関のポリシー下で、データ管理計画（DMP）に沿って、
研究者が必要とする環境構築や研究データ管理の実践を支援

①リサーチフロー： DMP に基づき研究手順・環境を整備

データ管理基盤 データ公開基盤 データ検索基盤
WritingPlanning Analysis PreservationPublication IdeaDiscoveryCurationCollaborationExperiment

非公開 公開

data

metadata
code

dmp.json etc.

data

metadata
code

dataset dataset

dataset

・・・

dataset dataset

・・・

DMP
参照

②モニタリング：研究データの管
理状態が、DMPに記述される研
究データの管理状態（適切なメタ
データの付与など）を満たしてい
るかどうかを継続的に自動検証

定期検証 定期検証 定期検証

研究データ
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公開 集約
共通メタデータ

DMP+α
作成

研究データ管理
環境構築

研究成果
公開キュレート

研究成果
登録

研究者

スキーマ管理者

スキーマ
定義機能

検証機能

研究データ
状態検証

研究データ
状態取得

NII-DG ライブラリ

ライブラリ・yml

RO-Crate:Research Object Crate
研究データパッケージングのフォーマット
規格のひとつ

日々の研究成果をまとめながらデータ管理

計算機環境
構築

パッケージ
ング機能

リサーチ
フロー

モニタリング

利用

スキーマ定義

データガバナンス機能

状態取得 状態検証

公開データの
利用・再検証時に参照



GakuNin RDM におけるデータガバナンス機能の機能評価試験版サービスを

提供しております。先行ユーザーからのフィードバックを受けてデータ

ガバナンス機能の改善を実施し、実証実験レベルへのブラッシュ

アップを実施する計画です。詳細については、GakuNin RDM サポート

ポータルの「お知らせ」にてアナウンスしております。

「データガバナンス機能の機能評価試験開始のご案内」

• 提供予定期間： 2023/6/19～2024/3/31

• 問い合わせ先： データガバナンス機能サポート

dg_support(at)nii.ac.jp

• 担当者：平木俊幸

• 問い合わせ時に必要な情報：
氏名、所属、連絡用メールアドレス、利用希望者リスト、参加希望理

由を記載の上、上記までメール送信ください。

86

データガバナンス機能の機能評価試験版
サービスの利用案内



３．人材育成基盤
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学認LMS（https://lms.nii.ac.jp）
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人材育成基盤の概要

学認LMS（https://lms.nii.ac.jp）

●開講コース

情報基盤スタッフ向けの研究データマネジメント
情報基盤スタッフにどのようなRDM支援活動が求められるか、またそのために必要な知
識、技術について解説します。（学習時間の目安：約1.9時間）

研究者のための研究データマネジメント[2022年度版]
研究支援者としての目線から、大学や研究機関等に所属する研究者の方に向けて作成され
た教材です。研究データ管理の場面に応じた12のテーマ別に分かれており、研究者自身が
本教材によって必要な知識を得ることを想定しています。（学習時間の目安：約4時間）

研究データ管理サービスの設計と実践[2022年度版]
研究データには、どのように生成され、保存され最終的に再利用されていくのかといった
ライフサイクルがあります。この講座では、研究データのライフサイクルに沿った形で、
サービス設計や研究前の支援、研究中の支援、研究後の支援、そして日常的な支援につい
て学びます。（学習時間の目安：約4.5時間）

GakuNin RDM利用支援コース（公開準備中）
これからGakuNinRDMを使い始める方や、もっと活用したい方のためのコース。
トピックを選んで学習します。

オープンサイエンス時代の研究データ管理
入門編

●機関管理者機能
利用機関ごとに受講者の受講履歴を管理する機能を提供。

●その他のオプション機能（テスト運用）

• 受講履歴取得API
• 自機関限定コース作成機能
• 機関限定コースの共有機能
• ラーニングアナリティクス機能
• マイクロコンテンツ教材作成機能
• 自機関LMSとのLTI連携

●教材構成
マイクロコンテンツ教材（合成音声）
＋確認テスト

• コース修了判定条件を満たすと、修了バッジ発行。
• 国立情報学研究所教育研修事業研究データ管理

セルフラーニング教材の修了証書を取得可能。
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研究者のための研究データマネジメント
[2022年度版]

https://lms.nii.ac.jp/enrol/index.php?id=6
2

https://lms.nii.ac.jp/enrol/index.php?id=62
https://lms.nii.ac.jp/enrol/index.php?id=62


rcos-ext@nii.ac.jp
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